
けることを目的にこの調査 を行った。

【材料 と方法】対象は,平 成20年 度から23年 度 ま

での4年 間の本院医事課で管理 ・保管されている

審査支払機関からの増減点連絡書,再 審査等請求

書および再審査結果連絡書であ り,月 別査定率

(%),査 定項 目およびその月別件数(個)を 調

査項 目とした。

【結　果】平成20年 度か ら23年 度の4年 間の査定

率の平均値は0.92%で あった。査定項 目は処置 に

関するもの(76件),文 書に関するもの(203件)

であった。

【考　察】福島県の平均値 と比較 して本院が高 く,

改善すべき課題であると認識できた。高査定率の

要因は,保 険医の保険診療ルールに対する理解不

足 と思われ,毎 年新人保険医が参入することへの

対応の不十分 さが主因と考 えられた。さらに保険

医が診療録記載の理解不足および職員と保険医の

意思疎通が図 られていないことが影響 していると

推察で きた。

　 そこで,こ れ らの問題解決の一つの手段 として

体系的に統一 された書式による診療録記載が必要

と考え,客 観的に医療行為 を可視化するため,科

学 的 な 記 録 と して 診 療 録 を作成 で きるpos

(problem　oriented　system)に 基づ いたPOMR

(Problem　 Oriented　Medical　Record)を 用いた

教育を保険医へ実施する必要性を認識 した。

　 7)診 療録整備委員会の業務

　　　　　　 ○清野 晃孝,杉 田 俊博,佐 藤 穏子

　　　　　　　 濱田 智弘,原 田 卓哉,高 橋 和裕

　　　　　　　　　　　　　(奥羽大 ・歯 ・附属病院)

【目　 的】本院では,適 切 なレセプ トの作成 を目

的に診療録整備委員会 を設け,診 療録の点検,レ

セプ トの内容検査,審 査支払機関からの審査理由

への対応,保 険医に対す る研修会の開催等の作業

を毎月実施 しているが,審 査支払機関か ら査定が

試されてきている。

　そこで,医 療環境向上のために査定内容 を精査

し,診 療内容向上と診療録の適切な記載に結びつ


